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蕪
灘

蕪
躍
、

自
然
へ
帰
ろ
う

　
今
年
も
大
勢
の
人
が
海
や
山
へ
出
か

け
て
い
く
だ
ろ
う
。
都
会
人
ほ
ど
自
然

に
あ
こ
が
れ
て
は
い
る
が
、
彼
等
が
真

に
自
然
を
愛
し
て
い
る
か
と
い
う
と
大

い
に
疑
問
で
あ
る
。

　
四
季
の
変
化
に
め
ぐ
ま
れ
た
こ
の
島

国
に
住
む
日
本
人
は
、
昔
か
ら
自
然
を

こ
よ
な
く
愛
し
て
き
た
。
日
本
語
に
は

季
節
感
覚
を
表
現
す
る
す
ば
ら
し
い
こ

と
ば
が
多
く
あ
り
、
季
節
の
複
維
な
変

化
が
、
日
本
人
の
感
覚
に
与
え
た
影
響

を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て

季
節
の
変
化
に
対
す
る
こ
ま
や
か
な
感

覚
は
、
同
時
に
、
人
間
と
人
間
と
の
結

び
つ
き
に
も
深
い
影
響
を
与
え
て
来
た

の
で
あ
る
。

　
自
然
そ
の
も
の
は
昔
も
今
も
変
ら
な

い
の
だ
が
、
そ
れ
を
愛
し
た
日
本
人
は

ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
無
限

の
美
を
た
た
え
る
日
本
の
大
自
然
は
、

再
び
日
本
人
が
愛
し
て
く
れ
る
時
を
じ

っ
と
待
っ
て
い
る
の
だ
。
　
　
（
規
）

（写^はロス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
西
本
願
寺
別
院
で
同
地
仏
教
会
と
全
仏
訪
米
団
と
の
合
同
法
要
　
　
一
二
面
記
事
参
照
1
1
）
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全
日
本
仏
教
会
で
は
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年

祭
記
念
訪
米
団
を
結
成
し
、
さ
る
六
月
一
日

　
よ
り
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
団
員
総
数
百
五

　
名
で
米
国
本
土
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ロ
ス

　
ア
ン
ゼ
ル
ス
及
び
ハ
ワ
イ
州
ハ
ワ
イ
島
を
訪

問
し
た
。
以
下
は
岩
脇
同
団
事
務
長
の
帰
朝

　
報
告
で
あ
る
。

　
六
月
一
日
、
先
発
来
馬
隊
四
十
一
名
は
午
後

九
時
半
に
羽
田
を
発
っ
た
。
後
発
A
竜
山
班
三

十
四
名
、
B
岩
脇
班
三
十
名
は
翌
二
日
午
後
十

二
時
半
羽
田
東
急
ホ
テ
ル
で
結
団
式
を
行
っ
た

後
、
同
二
時
五
十
五
分
発
で
一
路
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
向
け
飛
び
立
っ
た
。
現
地
時
聞
二
日

午
前
八
時
五
分
着
、
日
本
時
間
三
日
午
前
零大谷会長のメッセー

ジを読む貝山団長

時
、
飛
行
九
時
間
、
時
差
十
七
時
間
で
二
日
に

逆
戻
り
し
団
員
は
皆
睡
眠
不
足
で
あ
る
。
快
晴

気
温
十
七
度
実
に
爽
や
か
。

　
六
月
三
日
午
前
九
時
半
、
米
国
仏
教
団
事
務

局
の
あ
る
西
本
願
寺
開
教
本
部
を
表
敬
訪
問
、

辻
顕
隆
総
長
の
お
話
を
聞
く
、
本
堂
の
下
は
体

育
館
に
な
っ
て
お
り
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
で
き
る

し
、
隣
り
に
は
教
育
教
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
て

小
学
校
四
年
生
か
ら
十
一
年
生
迄
約
二
百
名
の

生
徒
が
三
十
名
の
先
生
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
、

嬬
人
達
は
毎
日
曜
日
自
発
的
に
各
寺
院
に
集
ま

り
活
発
な
る
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
て
お
り
、

仏
教
は
日
常
生
活
に
密
着
し
て
い
る
。

　
午
後
二
時
シ
ス
コ
を
離
れ
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

に
向
う
。
空
路
一
時
間
、
地
元
仏
教
会
の
出
迎

を
受
け
る
。
同
四
時
半
西
本
願
寺
別
院
に
到

着
。
合
同
法
要
は
本
派
本
願
寺
羅
府
別
院
半
輪

番
乗
元
恵
三
師
が
導
師
と
な
り
、
団
員
一
同
重

誓
偶
を
読
む
。
貝
山
宣
泰
団
長
が
代
表
し
て
焼

香
を
す
る
。
記
念
講
演
は
羅
府
仏
教
各
宗
連
合

会
会
長
山
下
極
光
老
師
（
曹
洞
）
に
よ
り
約
三

十
分
行
な
わ
れ
た
。
講
演
後
貝
山
団
長
の
挨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
、
続
い
て
訪
米
団
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
仏
教
会
に
記
念
料
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
ド
ル
と
全
仏
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
落
着
く
暇
も
な
く
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
七
時
半
か
ら
羅
府
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
代
表
者
二
十
余
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ル
ト
ン
に
招
い
て
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歓
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
司
会
は
地
元
日
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
の
藤
原
良
法
師
が
担

当
し
、
ま
ず
華
山
恵
光
副
団
長
が
開
会
の
辞
に

立
ち
、
続
い
て
団
長
貝
山
宣
泰
師
に
よ
り
全
仏

大
谷
光
暢
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ

た
。
羅
府
仏
国
を
代
表
し
て
会
長
山
下
顕
光
老

師
が
歓
迎
の
挨
拶
を
し
乾
盃
に
移
っ
た
。
発
声

を
摩
尼
清
之
立
仏
文
化
専
門
委
員
が
行
な
う
。

来
馬
総
務
か
ら
大
法
輪
旗
が
伝
達
さ
れ
、
副
団

長
小
倉
日
工
師
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ
盛
会
裡

に
終
了
し
た
の
は
夜
半
十
時
を
ま
わ
っ
て
い

た
。　
六
月
四
日
午
前
八
時
半
、
曹
洞
宗
臨
済
宗
関

係
者
を
中
心
に
三
十
余
名
の
団
員
が
車
に
分
乗

し
て
禅
宗
寺
を
訪
問
す
る
。
北
米
開
教
第
一
世

磯
部
峰
仙
禅
師
の
胸
像
が
一
行
を
出
迎
え
る
。

会
館
の
一
隅
に
結
構
な
茶
室
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。
　
六
月
五
日
、
一
行
は
ロ
ス
空
港
に
向
つ
た
。

ネ
バ
ダ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ホ
テ

ル
で
パ
リ
の
豪
華
な
リ
ド
の
シ
ョ
ー
を
見
物
し

な
が
ら
夕
食
を
と
る
。

　
六
月
六
日
、
マ
ッ
カ
ラ
ン
国
際
空
港
か
ら
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
へ
向
う
。
こ
こ
は
地
質
学

の
宝
庫
、
地
球
形
成
の
生
き
た
標
本
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
団
員
は
大
自
然
の
中
の
素
晴
ら
し

い
、
設
備
の
整
っ
た
ロ
ッ
ジ
で
ゆ
っ
く
り
と
生

命
の
洗
濯
を
し
た
。

　
六
月
七
日
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
経
由
ロ
ス
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
に
戻
る
。
白
人
だ
け
の
禅
セ
ン
タ
ー

を
見
学
に
出
か
け
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

　
六
月
八
日
、
全
員
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
向

う
。
年
間
入
場
者
一
千
万
人
で
大
人
の
方
が
多

い
と
い
う
、
童
心
に
帰
っ
て
楽
し
く
過
し
た
。

空
港
に
直
行
八
時
半
離
陸
、
約
五
時
間
で
ハ
ワ

イ
州
ホ
ノ
ル
ル
空
港
に
着
く
。

　
六
月
九
日
、
ハ
ワ
イ
島
に
向
う
。
午
前
十
時

半
浄
土
宗
別
院
明
照
院
を
訪
問
、
米
国
本
土
に

寺
院
を
建
て
た
い
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
僧
二
名
と

逢
う
。

　
六
月
十
日
、
九
時
半
西
本
願
寺
別
院
に
寄
り

同
十
時
二
十
分
ハ
ワ
イ
仏
教
会
連
盟
本
部
の
あ

る
曹
洞
宗
布
畦
別
院
正
法
寺
を
訪
問
、
多
数
の

出
迎
え
を
受
け
、
華
山
副
団
長
の
発
頭
で
三
帰

三
文
を
唱
和
、
仏
連
理
事
長
白
山
亮
一
師
、
別

院
貫
主
大
山
老
師
の
挨
拶
が
あ
り
、
町
田
仏
連

事
務
局
長
か
ら
花
祭
り
の
時
の
記
念
シ
ー
ル
を

沢
山
お
土
産
に
頂
戴
し
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
接

待
を
受
け
た
。
解
団
式
の
場
を
拝
借
し
華
山
副

団
長
よ
り
特
に
全
団
員
に
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
六
月
十
一
日
、
午
後
四
時
二
十
五
分
定
時
に

全
員
無
事
帰
着
し
た
。
超
宗
派
の
訪
米
団
は
こ

れ
が
初
め
て
、
他
宗
の
開
教
寺
院
を
見
学
参
拝

で
き
、
ま
た
親
交
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
て
皆
満
足
し
て
い
た
。

　
何
よ
り
も
事
故
の
な
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
し

つ
つ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
脇
宏
信
記
）
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ア
メ
ワ
カ
仏
教
会
の
印
象

来
馬
　
規
雄

　
一
七
七
六
年
七
月
四
日
、
新
生
の
米
国
は
、

英
国
の
圧
力
を
は
ね
の
け
、
つ
い
に
こ
の
日
歴

史
的
な
「
独
立
宣
言
」
を
大
陸
議
会
（
0
8
仲
一
－

昌
。
黒
蝿
O
§
σ
q
器
差
）
に
お
い
て
採
択
し
た
。
そ

の
冒
頭
の
こ
と
ば
「
す
べ
て
の
人
は
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
平
等
で
あ
り
、
神
か
ら
授
け
ら
れ

た
固
有
の
権
利
を
も
つ
云
々
」
は
、
こ
の
若
く

自
由
な
国
の
建
国
の
精
神
で
あ
る
。
特
に
、
人

間
の
平
等
と
権
利
が
、
神
か
ら
授
か
っ
た
も
の

だ
と
い
う
認
識
は
、
我
々
も
、
今
の
ア
メ
リ
カ

の
若
い
人
た
ち
も
、
決
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い

こ
と
だ
と
思
う
。

今
、
米
国
の
仏
教
界
（
本
土
も
ハ
ワ
イ
も
そ

の
七
割
前
後
は
西
本
願
寺
系
の
寺
院
で
、
他
の

三
割
が
そ
の
他
の
宗
派
で
占
め
ら
れ
て
い
る
）

は
、
三
世
、
・
人
世
の
時
代
と
な
り
、
若
い
人
は

日
本
語
が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て

布
教
も
英
語
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
ぎ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
が
、
仏
教
の
教
理
を
英
語
で
説

く
こ
と
に
は
い
ろ
い
ろ
難
点
が
あ
る
上
、
今
の

若
い
人
が
宗
教
へ
の
関
心
が
う
す
い
こ
と
は
米

国
と
て
例
外
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
会
へ
集

ま
る
人
も
そ
の
大
半
は
老
人
で
あ
る
よ
う
だ
。

　
今
、
米
国
に
お
け
る
仏
教
布
教
は
、
大
き
な

曲
り
角
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が

こ
の
国
の
建
国
二
百
年
を
記
念
し
て
訪
米
し
た

我
々
仏
教
使
節
団
一
行
の
印
象
で
あ
っ
た
。

全　　　　　仏
第3種i郵便物認可

仏
婦
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ

仏
教
徒
を
親
善
訪
問

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長

　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
仏

教
徒
と
の
親
善
を
は
か
る
た
め
、
五
月
十
七
日

出
発
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
リ
マ
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル

ス
な
ど
を
訪
問
、
六
月
二
日
無
事
帰
国
し
た
。

　
こ
の
眼
で
見
、
こ
の
膚
で
感
じ
た
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
都
市
で
あ
る
限
り
申
し
分
の
な
い
近
代
文

明
の
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
に
ひ
そ
む
宗

教
事
情
は
以
外
と
い
う
ほ
ど
に
冷
た
く
心
に
迫

っ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
二
世
三
世

と
世
代
を
重
ね
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
近
代
国
家
建
設

に
、
そ
の
高
い
知
性
と
勤
勉
性
を
か
わ
れ
、
ブ

山
本

杉

ラ
ジ
ル
の
繁
栄
に
参
加
す
る
日
系
市
民
が
、
祖

国
の
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か

と
い
う
第
一
の
課
題
が
み
O
と
に
打
ち
ひ
し
が

れ
た
か
ら
で
、
四
世
を
含
め
る
そ
の
殆
ん
ど
が

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
冷
た
い
仏
教
へ
の
反
応

　
ま
た
今
回
の
旅
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も
い
う
べ

き
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
の
、
仏
教
信
者
の
家
に
泊
ま

り
、
今
日
ま
で
の
苦
労
、
成
功
さ
れ
た
姿
、
そ

し
て
信
仰
深
い
生
活
ぶ
り
に
ふ
れ
る
と
い
う
計

画
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
が
、
現
実
は
や
は
り
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
の
対
面
で
あ
っ
た
。
私
の

泊
め
て
も
ら
っ
た
曹
洞
宗
の
婦
人
会
長
を
や
っ

て
お
ら
れ
る
村
上
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
会
長
さ

ん
は
得
度
し
て
、
合
同
法
要
に
出
て
お
ら
れ
る

ほ
ど
の
お
方
で
あ
る
が
、
息
子
さ
ん
は
合
弁
企

業
の
重
役
、
・
夫
人
は
二
世
、
お
孫
さ
ん
二
人
は

大
学
生
で
、
・
全
員
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

「
私
は
お
寺
に
奉
仕
す
る
こ
と
だ
け
が
楽
し
み

で
す
」
と
静
か
に
語
ら
れ
た
短
か
い
述
懐
が
、

何
ん
と
も
い
え
ぬ
淋
し
さ
を
伝
え
た
。

　
あ
る
日
乗
り
合
せ
た
個
人
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
に
仏
教
信
者
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
勿
論
で
す
よ
、
だ
か
ら
お
寺
の
仕
事
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
。
し
か

し
家
族
は
と
質
問
す
る
と
、
そ
れ
が
カ
ト
リ
ッ

ク
で
す
と
い
う
答
え
だ
っ
た
。
や
れ
や
れ
ど
こ

へ
い
っ
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。

　
　
小
中
学
校
の
宗
教
教
育

　
小
中
学
校
に
は
週
一
回
宗
教
の
時
間
が
あ
っ

て
、
他
宗
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
仏
教
な
ど
）

の
子
は
届
け
を
出
し
て
そ
れ
に
出
ず
、
家
庭
で

宗
教
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
と
の
達
し
な
の
に

親
は
無
届
け
で
欠
席
さ
せ
る
◎
学
年
末
に
無
届

け
欠
席
の
理
由
で
進
級
で
き
な
い
と
申
し
渡
た

さ
れ
る
か
ら
、
親
は
な
ん
と
か
進
級
で
き
る
よ

う
に
と
頼
み
に
ゆ
く
と
、
　
”
こ
れ
か
ら
は
宗
教

の
時
間
に
出
る
こ
と
、
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
”

を
条
件
に
許
し
が
で
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
二

世
三
世
は
皆
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ら
れ
て
し
ま
う

と
い
う
。
勝
組
手
組
の
い
ぎ
ご
ざ
が
ま
だ
尾
を

引
い
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
人
社
会
で
は
う

な
ず
か
れ
る
話
し
で
あ
る
。

　
　
開
教
師
の
努
力
に
感
嘆

　
一
九
三
二
年
に
ゼ
ッ
ツ
リ
オ
・
ベ
ル
ガ
ス
大

統
領
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
国
教
と
定
め
て
以
来
、

歴
代
の
大
統
領
に
よ
っ
て
緩
慢
は
あ
っ
て
も
、

仏
教
の
排
斥
は
信
教
の
自
由
を
認
め
な
が
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
を
経
て
今
日
に
及
び
、

開
教
師
の
方
々
の
御
苦
労
は
思
い
の
他
に
深
刻

な
も
の
と
受
取
ら
れ
た
。
現
在
、
東
西
本
願
寺

・
曹
洞
・
浄
土
・
日
蓮
・
真
言
な
ど
の
寺
院
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
伽
藍
を
建
立
し
、
必

死
の
教
宣
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
お
ら
れ
る
。

こ
と
に
そ
の
夫
人
が
婦
人
会
組
繊
を
も
ち
、
華

道
・
茶
道
を
中
心
に
教
宣
活
動
の
実
体
を
に
ぎ

り
、
仏
教
興
隆
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る

こ
と
に
感
嘆
し
た
。

　
　
宗
派
意
識
が
強
い

　
僧
侶
は
全
国
に
五
十
一
人
（
一
世
）
、
そ
の

他
に
二
世
を
含
め
た
外
人
僧
三
十
六
人
と
き
い

た
が
、
こ
の
日
本
人
僧
の
手
に
よ
り
五
・
六
年

前
か
ら
土
葬
廃
止
、
火
葬
に
な
っ
た
制
度
の
も

と
寺
院
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
宗

派
意
識
は
強
く
、
融
和
の
困
難
さ
を
感
じ
る
。

一
九
五
八
年
に
仏
教
連
合
会
が
で
き
、
合
同
の

行
事
も
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
何
か
に

つ
け
宗
派
の
利
己
主
義
が
で
る
よ
う
だ
。

　
　
新
し
い
仏
教
の
芽

　
た
だ
特
筆
す
べ
き
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
新
し
い

仏
教
の
芽
が
育
ち
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
大
学
生
が
中
心
に
綿
熱
心
に
座
禅
を
つ
づ

け
、
禅
を
通
し
て
釈
尊
中
心
の
仏
教
を
体
得
し

た
人
々
が
、
社
会
人
と
な
っ
て
仏
教
的
行
事
な

ど
の
背
景
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
日
本
人
の
宗
教
ば
な
れ
、
と
い
う

言
葉
と
は
う
ら
は
ら
に
私
の
つ
か
み
得
た
よ
ろ

こ
び
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
「
（
ブ
ラ
ジ
ル
訪
問
団
団
長
）

一3
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騨
出
営

　
一
、
加
盟
仏
教
団
体
相
互
の
連
絡
・
提
携
を

よ
び
親
睦

8　8　8　7●　　　　 ●　　　　 ●　　　　 ・

19　6　3　11
66　5　555
20　15　　　　30　　　　24　22　19

55　55・　・〃 ・　・

1716　153

　　　　　50

444444
30　28　23　20　19　15

全
日
本
仏
教
会
の
事
業
報
告

融
通
念
仏
宗
管
長
晋
山
祝
電

神
奈
川
県
仏
税
務
講
習
出
席

知
恩
院
御
忌
法
要
出
席

千
葉
県
仏
総
会
出
席

監
査
会

日
本
仏
教
鐵
仰
会
花
ま
つ
り

に
供
花

東
京
本
願
寺
藤
ま
つ
り
出
席

理
事
会

長
病
会
館
落
慶
式
出
席

仏
教
保
育
協
会
総
会
祝
電

大
谷
派
新
々
門
得
度
祝
賀
会

出
席
成
田
山
光
輪
閣
落
慶
参
拝

中
山
法
華
経
寺
晋
山
式
出
席

築
地
本
願
寺
誕
八
慶
讃
法
要

出
席
評
議
員
佐
久
妻
琴
（
静
岡
）

本
葬
弔
電

智
積
院
金
堂
落
慶
式
出
席

永
平
寺
副
貫
首
就
任
祝
賀
会

出
席
日
本
仏
教
鐵
仰
望
都
民
お
盆

ま
つ
り
後
援

念
法
真
教
開
教
五
十
周
年
慶

讃
法
要
出
席

原
爆
・
万
国
戦
争
犠
牲
者
追

善
法
要
出
席

高
知
県
仏
へ
水
害
見
舞
打
電

　　1212
〃　　●　　・

　　　8　5

1111101010999
●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●

19　18　10　9　　7　19　18　9
3　322　2●〃・●●　　●
10815116

　　　　　51
　　　　　■
2　 1111　1212・〃・　●　●　●〃・　●
3　　　　29　23　19　9　　　　22　18

東
日
本
詠
歌
連
盟
大
会
出
席

智
山
派
管
長
晋
山
式
出
席

常
務
理
事
会

法
華
陣
門
流
晋
山
本
葬
打
電

永
平
寺
本
葬
出
席

永
平
寺
晋
山
式
出
席

埼
玉
県
仏
門
員
会
内
馬

印
常
日
本
寺
法
要
団
結
団
式

（
智
山
派
）
出
席

醍
醐
派
前
座
主
本
葬
弔
電

東
京
都
仏
成
道
会
出
席

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成

道
会
出
席

天
台
宗
前
座
主
本
葬
出
席

常
務
理
事
会

宗
務
総
長
会

埼
玉
県
仏
新
年
会
出
席

宗
務
総
長
会

仏
婦
修
正
会
出
席

理
事
会
、
評
議
員
会

新
年
懇
親
会

山
梨
県
仏
創
立
十
周
年
大
会

出
席
高
野
山
真
言
宗
前
管
長
遷
化

弔
電
岩
手
県
仏
会
長
本
葬
弔
電

渥
禦
会
出
席

日
蓮
宗
管
長
就
任
祝
賀
出
席

戦
争
殉
難
者
追
悼
法
要
出
席

震
災
・
戦
災
慰
霊
法
要
供
花

二
、
仏
教
教
化
運
動
の
総
合
的
企
画
・
促
進

51　　 50

38654●　　o　　●　 ●　　●

112591321

「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」

典
」
の
普
及

三
、
諸
官
庁
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
連
絡

　
　
　
●

毎
月
一
回
、

四
、

33
169

　51

22
259
1111116654
●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●

29　20　10　19　12　28　26

文
化
会
議
運
営
委
員
会

文
化
専
門
委
員
会

各
宗
派
教
化
担
当
者
会
議

日
本
仏
教
文
化
会
議

文
化
専
門
委
員
会

　
　
　
　
・
「
全
一
仏
教
聖

W
C
R
P
委
員
会
出
席

尼
僧
法
論
二
十
五
周
年
式
典

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

自
民
党
打
合
会

日
本
を
守
る
会
出
席

庭
野
師
古
稀
祝
賀
会
出
席

自
民
党
結
党
二
十
周
年
パ
ー

テ
ィ
ー
出
席

自
治
庁
・
都
庁
訪
問

日
宗
連
・
幼
稚
園
問
題
研
究

協
議
会
出
席

W
C
R
P
研
究
集
会
出
席

仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

　
　
　
豊
平
連
理
事
会
・
幹
事
会
出
席

各
種
仏
教
運
動
の
実
践
お
よ
び
育
成

1010988776
18　　1　　5　　29　　9　　23　　1　　5

　50

65
26
国
際
専
門
委
員
会

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会

議人
口
問
題
調
査
委
員
会

　
　
〃

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

時
局
対
策
委
員
会

英
語
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
援
助

人
口
問
題
調
査
委
員
会

第
2
3
回
全
日
仏
兵
庫
大
会

国
際
専
門
委
員
会

　
　
　
1
1
・
1
5
　
組
織
　
　
〃

　
　
　
1
1
・
1
8
　
時
局
対
策
委
員
会

　
五
、
各
国
の
W
F
B
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
国

仏
教
団
体
と
の
連
絡

12

　　　　　　　　50

8　　　6　5

　　　　　2425

W
F
B
本
部
ウ
エ
サ
カ
参
加

バ
ン
グ
ラ
仏
教
孤
児
院
へ
第

一
回
寄
付
贈
呈

中
国
仏
教
会
へ
会
長
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
J
C
訪
中
に
際
し
）

バ
ン
グ
ラ
仏
教
孤
児
院
へ
第

二
回
寄
付
贈
呈

　
随
時
英
文
全
仏
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行

　
六
、
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
参
加
お
よ
び
文

化
交
流
の
促
進

　
5
0
・
5
・
2
6
　
W
F
B
常
任
委
員
会
出
席

　
　
　
1
1
・
5
　
W
F
B
日
本
大
会
開
催
に
関

　
　
　
　
　
　
　
す
る
答
申
書

　
　
　
1
2
・
4
　
W
F
B
常
任
委
員
会
出
席

　
5
1
・
2
・
1
9
　
第
1
1
回
W
F
B
タ
イ
大
会

　
　
　
3
・
2
6
　
W
F
B
日
本
大
会
準
備
世
話

　
　
　
　
　
　
人
推
薦

　
七
、
仏
教
お
よ
び
仏
教
徒
に
よ
る
国
際
親
善

お
よ
び
文
化
交
流
の
促
進

　
0　　51　　　　　5（

2　 21212108765
　〃 ・　●　・　●　●　・　●　●
　　19　　7　　1　22　2　29　　9　　8

広
徳
比
丘
追
悼
会
出
席

訪
ソ
仏
教
団
歓
送
会
出
席

　
　
〃
　
　
報
告
会
出
席

申
華
仏
教
会
歓
迎
会

印
度
保
育
施
設
設
立
委
員
会

印
度
仏
跡
巡
拝
団
派
遣

ブ
ダ
ガ
や
第
一
回
結
集
参
加

ス
リ
ラ
ン
カ
訪
間
団
派
遣

ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
訪
問
団
派
遣

ソ
ナ
・
カ
ン
テ
ィ
・
パ
ル
ア

師
留
学
引
受
に
援
助

一4一
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全　　　　仏
第3種郵便物認可 昭和51年7月1自

昭和50年度財団法人全日

本仏教会歳入歳出決算書 歳出の部
科　　　　　目

款 項　　　　目
予算額 支出済額

予　　算

s用額

L事務総局

@費

24，482，000 23，779，252 7029748

1．人件費 15，002，000 14，594，775 407，225

L職員俸給

Q．諸　　給

′﨎ｶ野
?Q立

6，984，000

U，249，000

@769，000

P，000，000

6，927，287

U，173，547

@493，941

P，000，000

56，713

V5，453

Q75，059

@　0
2．事務費 4，140，000 3，968，150 171，850

歳　入

@　　　　　予算　額金41，950，194円

@　　　　　決算　額金40，622，430円

ﾎ　出

@　　　　　予　算　額金41，950，194円

@　　　　　決算額金37，616，693円

ﾎ入歳出決算剰余金　金3，005，737円

@　監査の結果証愚も完備し収支が適正に

@　行われていたことを認めます。

@　　　　　　昭和51年4月27日

@　　　　　　　　　　監事久保埜太清㊥

@　　　　　　　　　　監事船下暉子㊥

@　　　　　　　　　　監事植松威㊥

@歳入の部

嘆館借室

Q．通信費

R．消耗品

S光熱費
T備品費
∴�??

y諸雑費

1，440，000

P．3009000

@2009000

@250，000

@3009000

@400，000

@250，000

1，440，000

P，260，722

@186，770

@210，839

@257，500

@396，443

@215，876

　　0
R9，278

P3，230

R9，161

S2，500

R，557

R4，124

3旅　　費

Z野務
T渉外費

19500，000

P，700，000

Q，140，000

1，488，780

P，700，000

Q，027，547

11，220

@　0
P12，453

2総務局費 3，850，000 39548，065 301，935

L会議費 1，550，000 1，297，624 252，376

L理事会費
Q．評議員会費

＃�ﾞ
S，諸会議費

270，000

R00，000

R80，000

U00，000

173，538

Q99，100

Q85，870

T39，116

96，462

@900
X49130

U0，884

礎十項
£ｲ査研究費

2，000，000

@300，000

1，953，381

@297，060

46，619

Q，940

a組織局費 4，300，000 4，087，000 213，000

L組織強化

@費

3，900，000 3，858，840 41，160

科　　　　　目 対　予　算 　977，460

Q，881，380

22，540

P8，620
款 項 目

　　　収　入予算額　　　済　額

収入超
ﾟ　額

収入未
ﾏ　額

1．組織強化費

j　内仏教　会議費

1，000，000

Q，900，000

1．負担金 38，％7，000 36，698，㎜ 1，569，000
2魍醤策 400，000 228，160 171，840

6，1（〃，3764．国際文化

@局費

6，600，000

1．各宗派

@負担金
34，168，000 33，530，000 638，000

L国際運動

@費

2，550，000 2，539，281 10，719

2．各団体

@負担金
4，099，000 3，168，㎜ 931，000

LWFB関係費

R．国際渉外費

1，500，000

@6509000

@400，000

1，500，000

U50，000

@389，281

　　0

@　0
P0，719

2．寄付金 200，000 200，000

2文化会議

@費

1，400，000 1，192，675 207，325

3．未納徴
@収　　金

500，000 515，000 15，000
1．文化会議費

Q．紀要作成費

4．基金果実 990，000 1，001，220 11，220

720，000

U80，000

716，675

S76，000

　3，325

Q04，000

5．雑収入 400，㎜ 615，016 215，016

3教化費
S額門守

　250，000

Q，400，000

　227，100

Q，148，320

22，900

Q51，680

6．繰越金 1，593，194 1，593，194
5雑　　費 100，000 95，000 5，000

0 2，618，194a予備費 2，618，194

歳　　　入　　　計 41，950，194 40，622，430 1，327，764

歳　　　出　　　計 41，950，194 37，616，693 4，333，501

一5　一
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真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
総
本
山
智
積
院
法
務
所
　
　
憎
帳
芙
蓉
良
順
　
　
鯨
螺
嚴
別
所
弘
因
　
　
総
務
部
長
　
小
沢
　
照
禧
　
　
教
学
部
長
　
岡
　
田
　
昌
　
道
　
　
法
務
部
長
　
岡
　
本
　
実
良
　
　
教
化
部
長
斎
　
　
　
隆
套
　
　
三
三
小
宮
勝
憲
　
京
都
市
東
山
区
七
条
東
瓦
町
九
六
四
　
〒
晒
〇
七
五
（
五
四
一
）
五
三
六
一

浄
土
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
　
　
管
　
長
野
々
山
龍
全
　
　
宗
務
長
　
山
　
本
　
勝
　
隆
　
　
総
務
部
長
祖
父
江
慶
徳
　
　
教
学
部
長
　
鵜
…
　
飼
　
慶
　
節
一
　
　
事
業
課
長
杉
田
昭
　
三
　
　
庶
務
課
長
　
長
谷
川
観
雄
京
都
市
中
京
区
新
京
極
桜
之
町
四
五
三
　
誓
願
寺
内
　
〒
鰹
〇
七
五
一
二
二
一
一
〇
九
五
八

綿通
黒
ｧ
堂
大
念
仏
寺
　
　
国
恥
本
霊
禅
山
　
　
宗
務
総
長
荻
元
明
信
　
　
鯵
学
部
馬
漕
巌
炉
開
　
　
鯵
務
部
脇
池
嶋
隔
日
　
　
野
球
部
脇
　
栗
　
山
　
良
　
全
大
阪
市
平
野
区
平
野
上
町
一
一
七
⊥
天
　
〒
協
　
〇
六
（
七
九
一
）
○
〇
二
六

墓
言
宗
中
山
寺
派
　
大
本
山
中
山
寺
　
　
宝
螺
塚
市
中
山
寺
二
の
十
一
の
一
　
　
〒
鰯
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七

財
団
法
人
日
本
仏
教
鎭
仰
会
　
　
理
事
長
中
山
理
　
々
　
東
京
都
千
代
田
区
内
神
田
二
一
五
⊥
ハ
　
亀
田
ビ
ル
内
　
〒
皿
　
〇
三
（
二
五
六
）
四
九
一
一

近
代
仏
教
研
究
会
　
　
代
表
壬
生
照
順
　
　
事
務
局
長
小
室
裕
充
　
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
一
＋
七
一
二
　
華
蔵
院
内
　
〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
草
寺
　
　
管
　
長
清
水
谷
恭
順
　
　
宗
務
総
長
　
壬
　
生
台
舜
　
　
東
京
都
台
東
区
浅
草
ニ
ー
三
一
一
　
　
〒
m
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

6
一

司　　＿ヒ



昭和51年7月1
　　　　　仏
3種郵便物認可

‘撫・・弔：：謁
■■■■■艶。．．．。．・・■．副

馨
真
言
宗
禦
派
ひ
麗
鰻
婆
総
本
山
仁
和
寺
篇
舗
％
・
％
・
鵠
　
　
｝
　
　
　
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
　
　
　
〒
硲
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

豊
島
区
仏
教
会
　
会
長
来
馬
道
英
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
－
三
二
一
五
白
泉
寺
内
〒
m
　
O
三
（
九
一
七
）
二
二
一
五

真
理
運
動
　
主
管
友
松
諦
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
　
　
＝
丁
四
i
一
〇
神
田
寺
〒
血
　
〇
三
（
二
五
一
）
八
六
八
三

念
法
真
教
教
団
総
本
山
金
剛
寺
　
灯
　
主
小
倉
隠
現
　
大
阪
市
鶴
見
区
緑
三
－
四
－
二
二
　
〒
鵬
　
〇
六
（
九
二
）
一
＝
〇
一

簸
“
“
　
、
綴
蓮
歩

臨
済
宗
妙
心
寺
派
　
管
　
長
梶
浦
逸
外
　
宗
務
総
長
　
江
　
西
　
寛
　
堂
　
総
務
部
長
　
後
　
藤
　
〃
純
　
　
一
　
教
学
部
長
竹
中
玄
鼎
　
財
務
部
長
梶
　
田
　
泰
賢
花
園
会
本
部
長
　
原
　
　
　
英
　
嶽
　
法
務
部
長
渡
　
辺
　
琢
　
山
京
都
市
右
京
区
花
園
妙
心
寺
町
〒
鵬
〇
七
五
（
四
六
三
）
三
一
二
一

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
　
会
　
長
大
谷
智
子
　
副
会
長
　
一
　
条
智
光
　
　
〃
　
　
岡
野
貴
美
子
　
理
事
長
山
本
　
　
杉
　
事
務
局
長
船
　
口
暉
子
事
務
局
東
京
都
世
田
谷
区
桜
上
水
四
－
九
」
七
〒
聯
　
〇
三
（
三
〇
二
）
一
五
九
八

孝
道
教
団
　
大
統
理
岡
野
　
正
道
　
統
　
理
岡
野
正
貫
　
副
要
理
岡
野
貴
美
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
鋤
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

一7一
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神
奈
川
県
仏
教
会

墓
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会

茨
城
県
仏
教
会

革
張
西
口
公
教

名
誉
総
裁
大
谷
光
暢

役
員
　
一
　
同

宗
務
総
長
　
近
　
藤
壷
　
範

会
　
長
賀
屋
　
興
　
宣

総
　
裁
岩
本
勝
俊

大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
町
四

理
事
長
巌
谷
勝
雄

（
本
部
）

会
　
長
　
貝
　
山
　
宣
泰

　
　
〒
職
〇
六
（
三
五
八
）
〇
九
九
六
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
●
■
●
■
●
●
●
●
9
●
匿
9
　
0
●
■
●
　
　
　
　
　
　
　
●
●
O
●
O
O
●
O
●
■
●
●
■
■
・
●
O
●
■
・
●
●
●

役
員
　
一
　
同

茨
城
県
多
賀
郡
十
王
町
友
部
一
九
九
〇
法
鷲
院
内
（
真
言
宗
豊
山
派
）
〒
脚
脇
〇
二
九
三
（
三
二
）
二
〇
五
一

東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
⊥
西
－
五
三

副
会
長
小
沢
省
元

大
阪
府
仏
教
会

祐
天
寺
内
　
〒
鵬
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

●
●
・
●
●
・
・
●
●
o
O
●
　
　
　
　
　
　
●
O
●
●
●
●
茨
城
県
仏
教
会
長

柴
田
敏
夫

会
　
長
西
　
口
公
教

小
崎
竜
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
分
寺
）
副
会
長
　
鶯
　
地
　
　
一
　
隆

学
人
会

大
越
孝
仁

（
本
照
寺
）

安
藤
文
雄

〃
　
　
　
井
上
文
克
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
信
寺
）
事
務
局
長
川
　
口
　
良
信
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
興
寺
）

主
　
幹
河
合
智
海
副
主
幹
吉
　
田
　
昭
柄

株
式
会
社
千
代
田
ト
ラ
ベ
ル

事
務
局

販
締
役
社
長
織
内
　
七
郎

鎌
倉
市
小
町
一
丁
目
一
十
ー
一
二
本
覚
寺
内
〒
脇
　
〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
四
九
〇

事
務
局
　
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
町
四
一
一
　
国
分
寺
内
　
〒
磯
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

　
金
沢
市
東
山
二
i
十
四
1
三
三
　
玄
門
寺
内
〒
蜘
（
五
二
）
六
七
六
一
一
学
部
　
　
（
四
九
）
四
四
五
四
－
事
務
局

東
｛
示
都
港
一
区
南
青
山
五
一
⊥
パ
ー
二
〇
千
成
ピ
ル
内
〒
斯
　
〇
三
（
四
〇
七
）
三
六
一
二
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「
ビ
ル
マ
仏
教
対
話
会
」

　
世
界
仏
教
徒
会
議
第
十
二
回
日
本
大
会
実
現

に
む
け
て
、
W
F
B
加
盟
の
世
界
各
国
の
セ
ン

タ
ー
に
、
そ
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告
、
仏
教

事
情
、
歴
史
な
ど
を
「
全
仏
」
誌
に
紹
介
し
た

い
旨
連
絡
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
第
一
号
と
し

て
ビ
ル
マ
国
マ
ン
ダ
レ
イ
市
の
仏
教
対
話
会
よ

り
返
事
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
米
国
仏
教

団
、
香
港
仏
教
会
、
大
韓
民
国
曹
渓
宗
な
ど
よ

り
返
着
し
て
い
る
の
で
逐
次
掲
載
し
た
い
。

　
　
　
　
一
　
◇
1　
　
　
仏
教
対
話

飯…

?
�
E
面

二
…
　
教
文
化
研
究

ソ
…　
　
所
の
後
身
で

」
…　
　
ビ
ル
マ
の
マ

R
…
　
　
ン
ダ
レ
イ
市

C
通
、
ソ
ニ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
あ
り
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
苦
難
と
道
徳
の
混
乱

は
一
九
四
六
年
マ
ン
ダ
レ
イ
に
海
外
仏
教
伝
道

会
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
R
・
L
・
ソ
ニ
博
士

を
出
資
者
に
、
ロ
ー
カ
ナ
タ
師
を
国
際
仏
教
使

徒
と
し
て
、
一
九
四
七
年
か
ら
五
一
年
に
か
け

て
世
界
仏
教
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
伝
道
会
は

そ
の
実
践
的
結
論
と
し
て
、
世
界
仏
教
文
化
研

究
所
を
生
み
ま
し
た
。
研
究
所
の
活
動
は
地
域

的
、
国
家
的
、
国
際
的
に
広
い
分
野
に
わ
た
り

ま
し
た
。
一
九
六
四
年
に
い
く
つ
か
の
理
由
に

よ
り
、
活
動
は
仏
教
対
話
会
の
み
に
限
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
話
会
は
た
だ
ち
に
研

究
所
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
世
界
仏
教
会

（
W
F
B
）
の
地
域
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
三
つ
の
原
則
の
も
と
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
即
ち
、
仏
教
理
解
を
容
易
な
ら

し
め
る
、
そ
の
実
践
を
広
め
る
、
仏
教
徒
及
び

非
仏
教
徒
間
の
善
意
の
橋
を
か
け
る
、
の
三
つ

で
す
。
ま
た
当
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
社
会
的
、
文

化
的
ま
た
人
道
的
活
動
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
更
．
に
布
教
の
分
野
で
も
名
を
な
し
、

ま
た
仏
教
へ
の
誤
解
に
対
し
、
文
書
に
よ
る
抵

抗
も
行
い
ま
し
た
。
布
教
調
査
は
イ
ン
ド
と
ビ

ル
マ
で
行
な
わ
れ
、
多
く
の
出
版
物
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
か
く
て
仏
教
は
B
・
R
ア
ン
ベ
ド

カ
ル
博
士
を
含
む
多
く
の
人
の
注
意
を
ひ
く
と

こ
ろ
と
な
り
、
博
士
の
仏
教
へ
の
改
宗
は
約
五

百
万
の
人
々
を
仏
教
に
引
き
入
れ
ま
し
た
。

　
仏
教
対
話
会
は
独
自
の
方
針
と
方
法
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
定
例
会
、
臨
時
セ
ミ
ナ

ー
、
諮
問
委
員
会
そ
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
仏
法
の
普
及
の
た
め
に
実
に
う
ま
く
働
き

そ
の
結
果
、
仏
教
の
理
解
や
実
践
に
関
す
る
種

々
の
問
題
が
た
く
み
に
解
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
仏
教
対
話
会
は
現
在
少
々
活
動
を
停
止
し
て

い
ま
す
が
、
我
々
は
将
来
に
つ
い
て
は
大
変
楽

観
的
で
す
。
当
会
会
長
R
・
L
・
ソ
ニ
博
士
は

会
を
イ
ン
ド
に
移
し
、
仏
教
活
動
を
世
界
的
規

模
の
も
の
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ソ
ニ

博
士
が
一
九
三
三
年
に
仏
教
徒
と
な
っ
た
の
は

イ
タ
リ
ア
人
の
仏
教
伝
道
師
故
ロ
ー
カ
ナ
ー
タ

師
を
通
じ
て
で
す
。
以
来
氏
は
仏
法
の
広
布
に

多
忙
で
し
た
。
マ
ハ
ボ
デ
ィ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は

彼
の
仏
法
に
対
す
る
四
十
年
間
の
奉
仕
を
記
念

し
て
「
ソ
ニ
博
士
号
」
の
名
で
一
九
七
五
年
一

月
よ
り
三
月
に
特
集
号
を
出
し
ま
し
た
。

　
当
地
に
お
い
て
は
仏
教
対
話
会
と
他
の
団

体
、
例
え
ば
ビ
ル
マ
仏
教
協
会
や
中
央
仏
教
連

合
等
と
協
調
の
精
神
を
も
っ
て
、
仏
法
の
為
に

素
晴
ら
し
い
活
躍
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特

筆
に
値
し
ま
す
。

　
一
九
七
六
年
五
月
十
一
日

　
仏
教
対
話
会
主
任
　
ミ
ス
・
ス
ジ
ャ
タ

　　
ﾑ
鯉
総
刷
鋤
蔓
蕉
当
…

日日日
十
日

十十十十十十
三一・一六五一
日日日日日日

二
十
九
日

　
三
十
日

仏
教
親
善
訪
米
団
第
一
班
出
発

　
　
〃
　
　
　
第
二
班
出
発

埼
玉
県
仏
打
ち
合
せ

岸
門
主
再
任
祝
賀
会
出
席

W
F
B
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
委
員
会

訪
米
団
第
一
班
帰
国

　
〃
　
第
二
班
帰
国

W
F
B
世
話
人
会

局
内
会
議

タ
イ
宗
教
局
長
来
診

W
F
B
世
話
人
会
起
草
小
委
員
会

　
　
〃
　
　
　
　
財
政
小
委
員
会

救
ラ
イ
協
会
仏
像
奉
安
式
出
席

日
宗
連
理
事
会

局
内
会
議

b昌帽帽国乱儒回叫国惜胃唱蓼剛謝潤蹴冒閣一国一隅　「
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@　
グ
ラ
ビ
ア
多
数
入
り

騨
般
書
店
で
販
売
せ
ず
直
接
購
読
者
の
み
頒
痛
－
－
一
」

●
定
価
九
、
八
O
O
円
（
送
料
別
）

こ
の
「
日
本
の
葬
儀
」
の
特
徴
は
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
に
至
る
ま
で
、
日
本
全
土
を
縦

断
完
全
踏
査
し
、
地
方
別
の
現
代
葬
送
の
風
習

・
習
慣
を
く
ま
な
く
網
羅
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　
即
ち
、
納
棺
－
通
夜
－
葬
儀
一
埋
葬
と
い
う

縦
糸
と
、
風
習
、
風
俗
、
習
慣
を
横
糸
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

織
り
あ
げ
た
完
全
蔵
書
と
い
え
る
。

一～

⑰
脚
東
京
都
新
宿
区
番
衆
町
6
ロ
ー
ズ
ビ
ル
2
F

株
式
会
社
冠
婚
葬
祭
新
聞
社

　
　
　
　
　
振
替
蟹
座
　
東
京
一
六
八
■
五
二
番

　
　
　
　
　
容
東
京
0
3
（
三
五
二
）
八
九
四
六

一10一

翻
哩
財
聾
』
転
職

讃
歎
購
騨
翌
年

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
〇
三
（
八
四
三
）
六
三
四
一
～
三
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